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1899 年 Landsteiner に依って抗精子抗体が発見されて以来，これに関する多数の業績が報告されている
が，抗精子抗体による実験的不妊症発症に就いては賛否両論あわ何れとも決定し難かった。しかるに19











l. 免疫方法:モルモット皐丸組織とモノレモット精子 Tyrode 氏液浮潜液を Potter's homogenizer にか
け宰丸・精子ホモジエネートを作製し，等量の complete Freund's adjuvant とよく混合して油中水滴
(water in oil emulsion) とする。雌モルモットにこの emulsion を 1カ所 O.lml.， 6カ所に皮内注射し，





1) in vitro での証明: 1屋内容物を採取し，その遠沈上清 0.1 m1.をウエル・スライド上で精子液 (1x 
107/ml.) 0.2 ml. 補体 0.1 ml.と混合し. 370C に保ちつつ精子の不動化される度合を顕微鏡下に時
間的に観察，精子運動が%以下になるまで追跡し，その時間(分)で補体対照の運動精子が%以下
になる時間(分)を除した値を不動化指数として表現した。
ll) in vivo での証明:精子液 (1x 107 / ml.) O. 2 mL をネンブターノレ麻酔した被免疫モノレモット睦内に
注入し，以後腔内容を時間的に毛細ガラス管を用いて採り出し，その r:j::tの運動精子が10%になる時聞
を対照の非免疫モルモットと比較したの
4. 発情周期の観察: Papanicolaou 染色により睦内容物中の角化細胞の出現態度を目標にした。
5. 性ホノレモン投与:プロゲステロン製剤として Progesterone 5 mg . と 0.5mg. 並にエス卜ロゲン製剤と
して Estradiol-3 ・benzoate 1 mg と 0.1 11l9. のそれぞれ智筋内注射の 2 群を設け. 12 時間後観察したう





2. 腔内容物の精子不動化試験で in vitro‘では不動化指数の最高値は免疫群は全例 3.0 以上を示したのに
比し対照群では全例 2.9 以下であったの平均値を見ても免疫群では 2.0'""7.9 であったに比し，対照群
では全例1. 9 以下であった。また. in vivo では免疫群では 40 分以内に全例，精子運動が10%になった



















さ戸丸あるいはrr~Tー をm いて II-'J極雌動物を免疫し抗体を)室生せしめることによって実験的に不妊を起すこ








他万，被免疫雌モノレモットの睦内容物について， in vitro および in vivo の精子不動化試験により精子
不動化抗体が確実に存在する事実を証明し，これが免疫学的不妊の発症に有力な役割を演じていることを
証明したヮ
さらに血中精子不動化抗体の臆内界物中への出現態度を樟々な面より観察検討し，血中精子不動化抗体
の睦内容物への移行は発信周期およびエストロゲン，プロゲステロン等の女性ホノレモンによって影響を受
けることないその血巾抗体価と躍内容物巾抗体価は必ずしも平行しないことを実験的に究明したの
要するに本研究によって宰ーメしおよび精子免疫によるモルモットの実験的不妊症の発症機序が明確に示さ
れ，かつ血巾の抗精子抗体産生の宇実とその抗体の腔内容物への移行の態度についても新知見が得られた
ことはこれまで免疫学:的に未開拓であった人類の不妊症との関連性についても示唆するところ少からず学
位論文として価値あるものと認められる。
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